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第２回６月定例会
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平
成
２４
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
８
日
開
会
さ
れ
、
平
成
２３
年
度
予
算

専
決
承
認
案
件
６
件
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

か
か
る
専
決
承
認
案
件
１
件
、
補
正
予
算
案
件
３
件
、
条
例
案
件
６
件
、
規

約
変
更
案
件
１
件
、
報
告
案
件
１
件
の
併
せ
て
１８
件
の
審
議
を
行
い
、
条
例

案
件
１
件
以
外
は
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し
６
月
１５
日
閉
会
さ
れ
た
。

現
在
の
取
組
状
況

第
１
点
、
救
急
搬
送
体
制
に
つ
い
て
。

昨
年
度
に
徳
島
市
と
の
協
議
の
場
を
持
っ
て

い
る
が
、
昨
年
度
末
に
本
村
が
協
力
を
願
う
項

目
を
徳
島
市
に
提
示
し
て
い
て
、
現
在
は
本
村

の
実
態
調
査
や
業
務
を
引
き
受
け
る
項
目
、
体

制
な
ど
を
検
討
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
先
方
の
方
向
性
が
見
出
せ
る
の
に
少
し
の

時
間
が
か
か
る
こ
と
を
御
了
解
頂
き
た
い
。

第
２
点
、
弱
者
対
策
と
し
て
の
高
齢
者
の
外

出
支
援
に
つ
い
て
。

本
年
度
も
試
行
的
に
タ
ク
シ
ー
券
を
試
用
し

て
い
る
が
、
村
づ
く
り
住
民
会
議
で
は
、
近
く

村
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
を
深
め
、
ど
の

よ
う
な
形
が
本
村
の
高
齢
者
に
と
っ
て
都
合
の

よ
い
外
出
支
援
策
で
あ
る
か
、
さ
ら
に
議
論
を

進
め
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
高
齢
者
の
外
出
支

援
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
村
民
の
健
康
増
進
や

介
護
予
防
に
も
村
と
し
て
は
力
を
注
い
で
い
く

所
存
で
あ
る
。

第
３
点
、
農
業
振
興
に
つ
い
て
。

鳥
獣
害
対
策
で
は
、
神
山
町
と
協
議
会
を
設

立
し
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
防
御
ネ
ッ
ト
に

よ
る
被
害
の
防
止
、
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
の
育
成

な
ど
を
昨
年
度
に
取
り
組
ん
だ
。
本
年
度
も
こ

れ
ら
の
事
業
に
取
り
組
み
、
被
害
の
軽
減
を
図

り
た
い
。

ま
た
、
本
村
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
る
。

特
に
施
設
園
芸
で
は
、
高
騰
す
る
化
石
燃
料
に

よ
る
経
営
の
不
透
明
さ
を
少
し
で
も
緩
和
し
、

将
来
を
見
据
え
た
脱
化
石
燃
料
に
よ
る
施
設
園

芸
に
つ
い
て
、
本
年
度
も
事
業
調
査
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。

さ
ら
に
、
本
村
は
徳
島
市
に
近
い
中
山
間
地

域
に
属
す
る
農
山
村
と
し
て
、
末
永
く
農
業
が

営
ま
れ
る
姿
を
私
は
創
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
棚
田
で
の
佐
那
河
内
米

の
生
産
、
中
山
丘
陵
地
で
の
ミ
カ
ン
、
ス
ダ
チ

の
栽
培
、
園
瀬
川
沿
い
の
平
坦
部
で
の
施
設
園

芸
振
興
が
本
村
の
基
本
的
な
農
業
振
興
の
ス
タ

イ
ル
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
農

地
で
農
業
が
営
ま
れ
る
た
め
の
支
援
策
と
し

て
、
旧
水
力
発
電
所
跡
の
施
設
を
再
利
用
す
る

こ
と
や
、
大
川
原
に
整
備
さ
れ
て
い
る
風
力
発

電
設
備
な
ど
の
事
例
を
参
考
に
、
電
力
会
社
へ

の
売
電
益
を
鳥
獣
害
防
止
や
棚
田
保
全
、
農
業

用
用
水
路
の
維
持
管
理
、
人
手
が
入
っ
て
い
な

い
森
林
の
管
理
や
水
源
保
全
に
役
立
て
、
ひ
い

て
は
農
業
、
あ
る
い
は
村
の
活
性
化
に
活
か
す

方
法
を
さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

第
４
点
、
情
報
の
発
信
に
つ
い
て
。

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

村
の
魅
力
や
情
報
発
信
に
さ
ら
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。
ま
た
、
本
村
の
若
い
女
性
職
員
が
自

主
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
村
広
報
紙
姉
妹
版
の

「G
oochile

（
ご
う
ち
る
）」
も
い
ろ
い
ろ
な

方
面
か
ら
好
感
触
を
頂
い
て
い
て
、
さ
ら
に
内

容
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

以
上
４
点
の
ほ
か
に
、
新
し
い
小
中
学
校
で

の
教
育
効
果
や
明
日
の
本
村
を
担
う
子
供
た
ち

の
健
全
育
成
に
取
り
組
む
。

国
道
４
３
８
号
一
ノ
瀬
地
区
の
改
良
に
つ
い

て
は
、
一
日
も
早
い
着
工
が
な
さ
れ
る
よ
う
、

地
元
説
明
会
開
催
や
用
地
関
係
者
と
の
協
議
に

尽
力
し
た
い
。

主
要
地
方
道
小
松
島
・
佐
那
河
内
線
の
大
久

保
峠
改
良
、
県
道
勝
浦
・
佐
那
河
内
線
の
寺
谷

地
区
で
の
未
改
良
区
間
改
良
な
ど
も
推
進
を
し

て
い
き
た
い
。

過
疎
法
を
生
か
し
た
ソ
フ
ト
事
業
の
推
進

や
、水
道
、農
業
集
落
排
水
施
設
の
適
正
な
維
持

管
理
、行
政
改
革
の
推
進
、健
全
な
村
財
政
の
確

保
な
ど
に
つ
い
て
も
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
村
議
会
の
皆
様
や
村
内
の
各
種

団
体
、
関
係
機
関
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
、
自

由
な
議
論
に
よ
り
風
通
し
の
よ
い
村
づ
く
り
に

努
力
し
て
い
き
た
い
。

専
決
処
分
の
承
認

議
案
第
２１
号

平
成
２３
年
度
佐
那
河
内
村
一

般
会
計
補
正
予
算
に
か
か
る
専
決
処
分
の
承
認

に
つ
い
て

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
、１
８
４
万

６
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
２４
億

６
、８
１
６
万
６
千
円
と
し
た
。地
方
交
付
税
の

増
加
及
び
基
金
積
立
て
な
ど
の
増
に
よ
る
も
の
。

議
案
第
２２
号

平
成
２３
年
度
佐
那
河
内
村
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
か
か

る
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
４
、７
４
６
万
６
千

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
４
億

１
、３
３
６
万
４
千
円
と
し
た
。
決
算
状
況
を

勘
案
し
、
減
額
補
正
を
行
っ
た
も
の
。

議
案
第
２３
号

平
成
２３
年
度
佐
那
河
内
村
簡

易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
に
か
か
る
専
決
処

分
の
承
認
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
７３
万
４
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
９
、１
６
２
万
６
千

円
と
し
た
。
決
算
状
況
を
勘
案
し
、
減
額
補
正

を
行
っ
た
も
の
。

議
案
第
２４
号

平
成
２３
年
度
佐
那
河
内
村
農

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
か
か

る
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
７
０
万
８
千
円
を

減
額
し
、歳
入
歳
出
の
総
額
を
２
億
１
、４
９
０

万
８
千
円
と
し
た
。
決
算
状
況
を
勘
案
し
、
減

額
補
正
を
行
っ
た
も
の
。

議
案
第
２５
号

平
成
２３
年
度
佐
那
河
内
村
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
か
か
る
専

決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
、９
４
４
万
７
千

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
３
億

５
、３
０
７
万
７
千
円
と
し
た
。
決
算
状
況
を

勘
案
し
、
減
額
補
正
を
行
っ
た
も
の
。

議
案
第
２６
号

平
成
２３
年
度
佐
那
河
内
村
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
に
か
か
る

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
０
４
万
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
３
、２
１
５
万
円
と

し
た
。
決
算
状
況
を
勘
案
し
、
減
額
補
正
を
行

っ
た
も
の
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
か
か
る
専
決
承
認
案
件

議
案
第
２７
号

佐
那
河
内
村
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
か
か
る
専

決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
者
の
減
少
、
少

子
・
高
齢
化
に
よ
る
医
療
機
関
に
か
か
る
人
の

増
加
、
高
額
な
医
療
を
求
め
ら
れ
て
い
る
病
気

の
増
加
な
ど
、
国
民
健
康
保
険
事
業
を
取
り
巻

く
環
境
の
悪
化
に
対
応
す
る
た
め
、
保
険
税
の

増
額
を
お
願
い
す
る
も
の
。

補
正
予
算

議
案
第
２８
号

平
成
２４
年
度
佐
那
河
内
村
一

般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
、４
０
４
万
２
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２１
億

２
、４
０
４
万
２
千
円
と
し
た
。農
業
用
用
排
水

路
等
整
備
事
業
な
ど
の
事
業
増
に
よ
る
も
の
。

議
案
第
２９
号

平
成
２４
年
度
佐
那
河
内
村
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
６
５
万
５
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
４
億

１
、３
０
１
万
６
千
円
と
し
た
。
介
護
給
付
費

及
び
地
域
支
援
事
業
支
援
納
付
費
な
ど
の
増
に

よ
る
も
の
。

議
案
第
３０
号

平
成
２４
年
度
佐
那
河
内
村
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
６
０
万
円
を
追
加

し
、歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
億
６
、９
９
１

万
円
と
し
た
。
平
成
２３
年
度
の
国
庫
負
担
金
な

ど
の
償
還
金
と
し
て
返
還
す
る
も
の
。

条
例
案
件

議
案
第
３１
号

佐
那
河
内
村
暴
力
団
排
除
条

例
に
つ
い
て

暴
力
団
の
排
除
を
推
進
し
、
も
っ
て
村
民
の

安
全
で
平
穏
な
生
活
を
確
保
し
、
社
会
経
済
活

動
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
た
め
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

議
案
第
３２
号

佐
那
河
内
村
印
鑑
条
例
の
全

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
伴
い
、
日
本
の

国
籍
を
有
し
な
い
者
に
つ
い
て
適
用
を
除
外
し

て
い
る
現
行
の
住
民
基
本
台
帳
法
が
改
正
さ

れ
、
外
国
人
住
民
に
つ
い
て
も
こ
の
法
律
が
適

用
対
象
と
し
て
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
必
要
な
条
例
改
正
を
行
う
も
の
。

議
案
第
３３
号

佐
那
河
内
村
手
数
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
伴
う
も
の
。

議
案
第
３４
号

佐
那
河
内
村
消
防
団
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

佐
那
河
内
村
の
防
災
力
強
化
の
た
め
消
防
団

の
副
団
長
を
１
人
増
員
し
、
３
人
体
制
と
す
る

も
の
。

議
案
第
３５
号

佐
那
河
内
村
火
災
予
防
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
条
例
を
改
正
す
る
も

の
。

議
案
第
３６
号

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
伴
う
も
の
。

報

告

報
告
第
１
号

平
成
２３
年
度
佐
那
河
内
村
一

般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

平
成
２３
年
度
か
ら
２４
年
度
に
繰
越
し
た
一
般

会
計
の
繰
越
計
算
書
を
報
告
す
る
も
の
。

否

決

条
例
案
件

議
案
第
３７
号

佐
那
河
内
村
課
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

現
在
の
３
課
２
局
１
室
を
５
課
２
局
１
室
へ

と
体
制
整
備
を
す
る
も
の
。

一
般
質
問

大
岩

和
久
議
員

質
一
般
質
問
な
ど
に
対
す
る
村
の
姿
勢
に
つ

い
て

答
い
ろ
い
ろ
な
行
政
課
題
解
決
に
つ
い
て
、

職
場
の
中
で
の
意
思
疎
通
を
図
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
課
に
お
い
て
問
題
を
提
起
し
、
議
論
し

て
い
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
多
岐
に
わ
た

る
の
で
、
時
と
す
れ
ば
議
会
に
出
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
に
出
た
こ
と

に
つ
い
て
も
、
話
合
い
、
問
題
解
決
し
、
あ
る

い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
課
で
課
長
が
問
題
解
決
の
た

め
に
課
内
で
の
会
議
を
行
っ
て
問
題
解
決
し
て

い
る
。

質
村
が
進
め
て
い
る
、
第
６
次
産
業
化
に
つ

い
て

答
国
が
掲
げ
て
い
る
地
域
振
興
策
の
定
住
自

立
圏
構
想
を
活
用
し
て
、
生
活
機
能
の
強

化
、
地
域
特
産
品
を
生
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化
と

地
産
地
消
の
推
進
、
ま
た
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
の
強
化
で
は
外
部
か
ら
の
人
材
を
確
保
し
、

近
隣
市
町
と
の
連
携
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、

農
村
と
し
て
の
活
力
あ
る
佐
那
河
内
村
を
全
国

に
発
信
す
る
た
め
、
新
し
い
感
覚
で
本
村
独
自

の
農
産
加
工
品
の
開
発
あ
る
い
は
事
業
展
開
す

る
。
目
的
は
佐
那
河
内
村
の
持
つ
農
地
、
農
業

の
有
効
利
用
復
活
、
農
産
物
生
産
の
増
加
等
魅

力
あ
る
活
力
の
あ
る
村
づ
く
り
で
あ
る
。

瀧
倉

俊
晴
議
員

質
村
有
財
産
の
管
理
に
つ
い
て（
１
）中
学
校

跡
地
の
活
用
、
寺
谷
及
び
嵯
峨
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
の
地
域
譲
渡
、
中
尾
谷
公
園
の
整
備

に
つ
い
て
、
議
会
答
弁
後
の
進
歩
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。（
２
）南
浦
の
ふ
れ
あ
い
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
つ
い
て
�
面
積
・
借
地
料
・
借
地
期

間
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
�
利
用
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
�
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

（
３
）境
界
は
確
定
し
て
い
る
か
。

答
（
１
）中
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

検
討
す
る
た
め
の
組
織
あ
る
い
は
２４
年
度

予
算
な
ど
に
つ
い
て
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
明
確

な
方
向
は
出
て
い
な
い
。
寺
谷
と
嵯
峨
の
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー
の
地
域
譲
渡
は
、
ま
だ
、
地
域

関
係
者
と
の
議
論
は
で
き
て
い
な
い
。
中
尾
谷

公
園
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
庁
内
で
の
議
論
あ

る
い
は
議
会
議
員
か
ら
の
御
提
案
な
ど
を
頂

き
、
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
な
制
約
が
あ
る
の
で
、
財
政
的
な
こ

と
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。（
２
）�
現
在
の

面
積
は
合
計
４
、２
０
４
・
３
９
�
と
な
っ
て

い
る
。
借
地
料
に
つ
い
て
は
、
毎
年
２
人
に
合

計
５
０
４
、５
２
６
円
に
固
定
資
産
税
分
を
足

し
て
支
払
っ
て
い
る
。
契
約
に
つ
い
て
は
、
借

主
、
貸
主
が
異
議
が
な
け
れ
ば
自
動
継
続
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
�
当
時
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
の
施
設
と
し
て
か
な
り
の
日
、
使
わ
れ
て
い

た
。
現
在
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
週
３
回
使
わ

れ
て
、
夏
祭
り
の
駐
車
場
な
ど
と
し
て
の
利
用

も
あ
る
。
�
地
権
者
と
の
協
議
あ
る
い
は
現
在

使
用
し
て
い
る
団
体
と
の
協
議
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
、
具
体
的
な
方
向
性
は
今
後
検
討
す

る
。（
３
）境
界
の
確
定
に
は
、
く
い
打
ち
、
現

場
確
認
、
測
量
等
の
工
程
が
必
要
な
の
で
、
も

う
少
し
検
討
す
る
。

質
役
場
の
朝
会
に
つ
い
て（
１
）始
業
時
か
ら

の
朝
会
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た

か
。（
２
）ど
の
よ
う
な
不
都
合
が
あ
っ
た
か
。

（
３
）今
後
も
継
続
す
る
の
か
。

答
（
１
）意
思
疎
通
を
図
る
上
で
朝
会
を
す
る

の
は
そ
れ
な
り
に
意
味
が
あ
り
、
若
い
職

員
が
そ
の
日
の
作
業
工
程
等
を
全
員
の
前
で
話

す
こ
と
は
良
い
こ
と
で
も
あ
る
と
考
え
て
い

る
。（
２
）朝
８
時
半
に
来
庁
さ
れ
た
人
が
庁
舎

内
へ
入
る
こ
と
に
と
ま
ど
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
た
め
玄
関
に
対
応
す
る
職
員
を
配

置
し
、
御
不
便
を
来
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い

る
。（
３
）こ
れ
か
ら
も
工
夫
を
し
な
が
ら
実
施

し
て
い
き
た
い
。

中
野

實
議
員

質
集
会
所
運
営
に
か
か
る
諸
問
題
に
つ
い
て

答
佐
那
河
内
村
自
治
振
興
交
付
金
交
付
規
則

第
３
条
第
２
項
に
は
、
交
付
金
は
毎
年
度

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
常
会
の
加
入
世
帯

を
対
象
と
し
て
交
付
し
、
定
め
ら
れ
た
基
準
に

よ
り
交
付
す
る
と
あ
る
。
そ
の
基
準
は
、
予
算

の
３
割
が
均
等
割
り
、
７
割
が
世
帯
数
割
り
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
常
会
の
活
動
度
合
い
に
よ

り
交
付
額
を
増
減
す
る
こ
と
は
な
い
。
常
会
は

自
治
組
織
で
あ
り
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
自

主
的
に
考
え
、
活
動
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
の
で
、
集
会
所
の
維
持
費
用
に
つ

い
て
村
が
す
べ
て
平
等
に
な
る
よ
う
関
与
す
る

こ
と
は
慎
重
に
し
た
い
。
自
治
振
興
交
付
金
の

性
質
は
交
付
金
で
あ
る
の
で
、
常
会
運
営
費
用

の
不
足
分
を
補
う
補
助
金
で
は
な
い
。

岡
本

隆
次
議
員

質
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
草
刈
り
に
つ
い
て
�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
方
で
草
刈
り

作
業
を
行
っ
て
い
た
が
今
年
度
は
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
が
行
う
よ
う
だ
が
な
ぜ
か
。
�
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
人
た
ち
は
期
待
さ
れ
て
い
た

の
に
仕
事
が
な
く
な
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
処
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す
る
の
か
。

答
�
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
将
来
、
組
織
と
し

て
独
立
し
、
自
主
財
源
を
確
保
す
る
た
め

に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
参
入
も

考
え
て
い
く
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ

の
方
策
と
し
て
、
今
年
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
お
願
い
し

た
。
�
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
受
注
額

中
、
村
の
占
め
る
割
合
は
３
割
前
後
で
あ
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
受
注
額
を
増
や
す

に
は
、
村
内
の
農
家
な
ど
の
仕
事
を
広
く
一
般

か
ら
頂
く
こ
と
が
よ
い
の
で
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
行
政
と
し
て
も
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
願
い
す
る
案
件
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
仕
事
を
お
願
い
し
た
い
。

質
時
間
外
勤
務
手
当
と
時
間
に
つ
い
て
�
時

間
外
勤
務
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
る
ま

た
、
金
額
も
１
千
万
円
を
超
え
て
い
る
実
態
を

ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
。
�
村
長
は
職
員
を

来
年
度
も
入
れ
た
い
と
言
っ
て
い
た
が
時
間
外

の
時
間
を
削
減
す
る
た
め
か
。
�
時
間
外
勤
務

の
年
間
１
人
あ
た
り
の
時
間
を
決
め
て
は
ど
う

か
。答

�
多
い
額
面
と
な
っ
て
い
る
が
、
１０
年
ほ

ど
前
の
金
額
と
は
大
き
な
開
き
と
は
な
っ

て
い
な
い
。
な
お
、
こ
の
こ
と
が
良
い
と
は
思

っ
て
い
な
い
し
、
長
時
間
の
労
働
と
な
っ
て
い

る
。
ト
ー
タ
ル
的
に
経
費
を
節
減
し
て
い
く
、

あ
る
い
は
無
駄
を
省
く
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て

い
き
た
い
。
�
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
、
必
要

な
人
材
確
保
は
必
要
で
あ
る
。
し
っ
か
り
と
し

た
採
用
を
し
て
、
人
材
育
成
を
図
る
の
が
よ
い

の
で
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
�
一
つ
の
方
法

で
あ
る
か
と
思
っ
て
い
る
。

仁
羽

悟
郎
議
員

質
行
財
政
改
革
�
職
員
を
削
減
し
て
き
た
が

増
員
し
て
い
る
が
な
ぜ
か
。
現
在
３
課
か

ら
１
、
２
課
を
増
設
す
る
た
め
か
。
�
第
３
セ

ク
タ
ー
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、
当
初
か
ら
時
系

列
で
経
過
と
予
算
の
支
出
状
況
に
つ
い
て

答
�
本
村
は
行
財
政
改
革
実
行
の
た
め
職
員

数
を
減
少
し
て
き
た
（
一
定
の
成
果
は
あ

っ
た
）
が
、
将
来
の
人
員
構
成
で
あ
る
と
か
退

職
者
な
ど
を
見
据
え
て
来
年
度
の
職
員
を
採
用

し
た
い
。
ま
た
現
在
の
課
を
増
や
す
こ
と
に
つ

い
て
は
、
よ
り
効
率
的
な
事
業
を
行
い
、
ま
た

横
の
連
携
を
ス
ム
ー
ズ
に
図
れ
る
よ
う
な
体
勢

を
と
っ
て
い
き
た
い
。
�
第
３
セ
ク
タ
ー
に
つ

い
て
は
全
国
で
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多

く
は
な
か
な
か
計
画
ど
お
り
に
い
っ
て
い
な

い
。
そ
れ
ら
の
こ
と
を
今
後
参
考
に
し
な
が

ら
、
議
会
と
協
議
を
し
た
上
で
よ
り
よ
い
方
向

を
確
認
し
、
議
案
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
。
が
ん
ば
る
市
町
村
応
援
事

業
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
９
月
、
県

に
対
し
企
画
提
案
書
を
提
出
し
、
農
畜
産
物
の

調
理
と
加
工
の
研
究
開
発
、
ま
た
発
信
事
業
と

し
て
事
業
採
択
が
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
受

け
、
１１
月
１
日
か
ら
村
内
に
あ
る
資
源
を
生
か

す
産
業
を
生
む
た
め
に
、
道
案
内
人
と
な
る
人

を
募
集
し
た
。
新
し
く
生
み
出
さ
れ
る
も
の
と

従
来
あ
る
も
の
が
お
互
い
に
よ
り
よ
い
影
響
を

与
え
ら
れ
る
よ
う
に
図
り
つ
つ
、
村
の
産
物
の

調
理
、
加
工
、
ま
た
村
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
品

を
村
外
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
で
、
本
村
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か

け
を
つ
く
る
と
い
う
事
業
で
あ
る
。

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
２３
年
度
単
年
度
事

業
で
５
か
月
間
の
事
業
。
次
年
度
の
事
業
展
開

と
し
て
も
、
新
し
い
農
産
物
、
ま
た
村
の
個
性

を
出
し
た
料
理
、
加
工
品
を
提
供
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
い
う
こ
と
も
将
来
像

と
し
て
あ
る
。
昨
年
度
の
予
算
の
執
行
状
況

は
、
１
７
０
万
円
の
予
算
で
講
師
謝
金
７５
万

円
、調
理
器
具
の
リ
ー
ス
代
金
１７
万
４
、８
２
５

円
、
食
材
費
と
し
て
７２
万
４
、４
８
６
円
、
合

計
支
出
は
１
６
４
万
９
、３
１
１
円
。

質
交
通
安
全
�
学
童
生
徒
の
通
学
路
の
歩
道

に
つ
い
て

答
�
未
整
備
区
間
の
路
肩
部
の
グ
リ
ー
ン
ラ

イ
ン
や
制
限
速
度
の
５０
�
を
４０
�
に
し
て

い
た
だ
け
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
道
路
管
理

者
、
県
、
ま
た
警
察
署
や
関
係
部
署
、
ま
た
議

会
議
員
と
と
も
に
研
究
し
な
が
ら
や
っ
て
い
き

た
い
。

質
旧
中
学
校
の
校
舎
に
使
わ
な
く
な
っ
た
物

品
が
多
く
あ
る
が
、
競
売
す
る
な
ど
し
て

処
分
し
て
は
。

答
夏
休
み
の
間
に
必
要
な
も
の
と
廃
棄
す
る

も
の
を
分
類
・
整
理
す
る
。
そ
の
後
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

伊
藤

博
美
議
員

質
大
規
模
地
震
等
に
よ
る
災
害
時
の
備
え
に

つ
い
て
、
福
祉
避
難
所
の
開
設
に
つ
い
て

答
本
村
で
は
福
祉
避
難
所
の
候
補
地
と
し
て

は
健
祥
会
の
施
設
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
平
成
８
年
に
厚
生
労
働
省
か
ら
福

祉
避
難
所
設
置
・
運
営
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
出
さ
れ
、
自
治
体
と
福
祉
施
設
の
間
で
福

祉
協
定
を
結
ぶ
と
こ
ろ
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
現

在
、
本
村
と
健
祥
会
と
の
間
で
協
定
は
結
ば
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
施
設
長
と
は
口
頭
で
は

あ
る
が
災
害
時
に
お
い
て
の
受
入
れ
や
対
応
の

こ
と
、
ま
た
地
域
福
祉
に
つ
い
て
も
力
を
入
れ

て
い
る
の
で
、
協
力
は
惜
し
ま
な
い
と
取
り
交

わ
し
て
い
る
。
開
設
に
向
け
さ
ら
に
健
祥
会
と

議
論
し
て
い
く
。

質
村
民
の
健
康
増
進
に
つ
い
て
、
脳
梗
塞
リ

ス
ク
評
価（
簡
便
な
血
液
検
査
に
よ
っ
て
、

自
覚
症
状
の
な
い
小
さ
な
脳
梗
塞
を
検
出
）
の

実
施
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

答
血
液
分
析
に
よ
っ
て
脳
梗
塞
の
リ
ス
ク
評

価
が
で
き
る
研
究
所
は
千
葉
県
に
あ
り
、

提
携
先
は
関
東
地
方
の
医
療
機
関
が
主
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
徳
島
県
下
は
も
と
よ
り
、
四
国

に
お
い
て
も
提
携
し
て
い
る
医
療
機
関
は
無
い

と
聞
い
て
い
る
。
し
か
し
、
全
国
的
に
は
医
療

機
関
が
多
く
提
携
を
始
め
て
い
る
の
で
、
今
後

徳
島
県
で
も
提
携
す
る
医
療
機
関
が
出
て
く
る

の
で
な
い
か
。
そ
う
し
た
際
に
は
、
早
く
取
り

か
か
れ
る
よ
う
準
備
を
し
て
い
く
。

松
長

英
視
議
員

質
人
口
問
題
に
つ
い
て
、
佐
那
河
内
村
の
人

口
は
ど
れ
ほ
ど
が
よ
い
と
考
え
て
い
る

か
。

答
人
口
問
題
を
考
え
る
と
き
、
職
業
や
年
齢

構
成
、
子
供
の
数
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

の
で
な
い
か
。
と
り
わ
け
将
来
を
担
う
子
供
の

数
が
非
常
に
重
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。
人
口
問
題
研
究
所
で
は
平
成
２７
年
に
１４
歳

以
下
の
子
供
は
１
学
年
１０
人
、
平
成
２７
年
の
人

口
は
２
、３
５
３
人
と
い
う
推
計
が
出
て
い

る
。
１
学
年
１０
人
以
上
は
確
保
し
て
い
く
べ
き

で
な
い
か
、
複
式
学
級
は
ど
う
に
か
し
て
避
け

た
い
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
現
状
の
人
口

で
、
ほ
ぼ
底
に
な
っ
て
い
る
の
で
な
い
か
と
思

っ
て
い
る
。

質
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
�
保
育
所
・
小
中

学
校
の
総
児
童
数
�
保
育
所
・
小
中
学
校

の
給
食
費
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。
�
小
学
校
４
・

５
・
６
年
生
の
医
療
費
は
ど
れ
ほ
ど
を
予
定
し

て
い
る
か
。

答
�
保
育
所
、
小
中
学
校
の
総
児
童
数
は
、

現
在
保
育
所
５４
人
、
小
学
校
９９
人
、
中
学

校
４７
人
、合
計
２
０
０
人
で
あ
り
、１
学
年
１３
人

余
り
の
平
均
と
な
っ
て
い
る
。
�
保
育
所
は
１

人
当
た
り
１
日
３
５
０
円
、
小
学
校
は
２
８
０

円
、
中
学
校
は
３
１
０
円
で
あ
り
、
年
間
総
合

計
す
る
と
１
、２
０
０
万
円
ぐ
ら
い
の
学
校
給

食
費
を
集
め
て
い
る
。
�
過
去
の
実
績
か
ら
の

推
計
と
な
る
が
、
年
間
１
５
０
万
か
ら
１
７
０

万
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

質
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
�
基
金
の
繰
戻

し
が
５
千
万
円
近
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

国
保
税
を
上
げ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

答
こ
こ
数
年
、
基
金
を
１
、０
０
０
万
円
前

後
を
取
り
崩
し
て
村
の
国
民
健
康
保
険
事

業
を
運
営
し
て
い
る
。
さ
ら
に
給
付
費
も
こ
こ

数
年
増
加
し
て
い
る
。
近
年
高
度
な
技
術
を
要

す
る
手
術
や
病
気
が
全
国
的
に
も
、
ま
た
本
村

で
も
増
加
し
て
い
る
。
近
年
の
給
付
費
増
加
の

推
移
を
考
え
る
と
、
基
金
で
補
い
、
保
険
税
を

そ
の
ま
ま
に
す
る
と
、
基
金
が
底
を
つ
き
、
国

民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
が
深
刻
な
状
況
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
今
回
税
率
な
ど
を
引
き
上

げ
た
事
情
は
、
税
額
を
現
状
維
持
と
す
る
と
近

い
将
来
、
一
度
に
相
当
な
税
額
が
負
担
し
て
い

た
だ
く
可
能
性
が
強
か
っ
た
た
め
。
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議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行 事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事 出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出 席席席席席席席席席席席席席席席席席席席席席 報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報 告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告 〈場 所〉
（出席者） 平成２４年６月

６月１日 村議会全員協議会〈村役場〉（全議員）

８日 財務諸表勉強会〈村役場〉（全議員）

８日 平成２４年第２回村議会定例会開会（会期は１５日までの８日間）（全議員）

１２日 平成２４年第２回村議会定例会２日目 学校訪問（全議員）

１２日 村議会全員協議会〈村役場〉（全議員）

１４日 平成２４年第２回村議会定例会３日目 一般質問（全議員）

１５日 平成２４年第２回村議会定例会最終日 閉会（長尾議長他６議員）

２０日 ６月分例月出納検査〈役場〉（井開、瀧倉監査委員）

２６日 村農業委員会総会〈農振センター〉（大岩農業委員）

２６日 小松島市外三町村衛生組合監査〈小松島市役所〉（中野議員）
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熱熱熱熱熱熱熱熱熱中中中中中中中中中症症症症症症症症症ををををををををを予予予予予予予予予防防防防防防防防防しししししししししててててててててて元元元元元元元元元気気気気気気気気気ななななななななな夏夏夏夏夏夏夏夏夏ををををををををを！！！！！！！！！
��
���

�����
����������������������������

熱中症とは、室温や気温が高い中での作業や運動により、体内の水分や塩分（ナトリウム）などのバランスが
崩れ、体温の調節機能が働かなくなり、体温上昇、めまい、体がだるい、ひどいときにはけいれんや意識の異常
など、様々な症状をおこす病気です。
家の中でじっとしていても室温や湿度が高いために、熱中症になる場合がありますので、注意が必要です。

○自分で水が飲めなかったり、脱力感や倦怠感が強く、動けない場合はためらわ
ずに救急搬送車を呼んでください。

○意識がない（おかしい）、全身のけいれんがあるなどの症状を発見された方は、
ためらわずに救急搬送車を呼んでください。

� 部屋の温度をこまめにチェック！
（普段過ごす部屋には温度計を置くことをお奨めします）

� 室温２８�を越えないように、エアコンや扇風機を上手に使いましょう！

� のどが渇いたと感じたら必ず水分補給！

� のどが渇かなくてもこまめに水分補給！

� 外出の際は体をしめつけない涼しい服装で、日よけ対策も！

� 無理をせず、適度に休憩を！

� 日頃から栄養バランスの良い食事と体力づくりを！

症状が改善すれば受診の必
要なし

口から飲めない場合や症状
の改善が見られない場合は
受診が必要

ためらうことなく救急車
（１１９）を要請

医療機関への受診

こんな時はためらわずに救急搬送車（６７９－３９９９）を呼びましょう。

熱中症予防のポイント

涼しい場所へ移動・安静・
水分補給

涼しい場所へ移動・体を冷
やす・安静・十分な水分と
塩分の補給

涼しい場所へ移動・安静・
体が熱ければ保冷剤などで
冷やす

対 処

熱中症とは？

熱中症の分類と対処方法

めまい・立ちくらみ・こむ
ら返り・大量の汗

頭痛・吐き気・体がだる
い・体に力が入らない・集
中力や判断力の低下

意識障害（呼びかけに対し
反応がおかしい・会話がお
かしいなど）・けいれん・
運動障害（普段通りに歩け
ないなど）

症 状重傷度
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熱い夏を元気に過ごすため、熱中症のことをよく知り、しっかり予防しましょう。
心臓や腎臓、その他持病をお持ちの人は、夏の過ごし方についてかかりつけの医師に相談し、

上手にコントロールしましょう。

��熱中症の応急手当��

�持病をお持ちの方やお子さんは、かかりつけの医師とあらかじめ相談し、熱中症対策についてア
ドバイスをもらっておきましょう。

飲めるようであれば
水分を少しずつ
頻回に取らせる

保護者の皆さんへ
●お子さんの様子を十分に観察し
ましょう！
●遊びの最中には、水分補給や
休憩を！
●外出時の服装に注意し、帽子も
忘れずに！
●日頃から栄養バランスのとれた
食事や運動、遊びを通して暑さ
に負けない体づくりを実践しま
しょう！

熱中症にならないために
●室温をこまめにチェックし、
エアコンや扇風機等を活用！

●のどが渇かなくても水分補給！

●調子が悪いと感じたら、家族や
近くの人にそばにいてもらいま
しょう！

熱中症は予防ができる病気です。

��涼しい場所へ移動し、衣服を緩め、安静に寝かせる
��エアコンをつける、扇風機・うちわなどで風をあて、体を冷やす

体温調節機能が未熟なため、熱中症にかかりやすい

体温を下げるための体の反応が弱くなっており、
自覚がないのに熱中症になる危険がある

汗腺などが未熟

暑さを
感じにくい

脇の下・太もものつけね
などを冷やす

地面の照り返しに
より、高い温度に
さらされる

子供の特徴

高齢者の特徴

汗をかき
にくい
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安倍トシヱさん（遠野）の畑では、まるでグローブのような
なすびが採れたと、役場に持ってきていただきました。
見てビックリ！なんと、顔よりも大きな見事ななすびです。
安倍さんは、「天ぷらにして食べようか？」と、大きななすび

にニッコリ顔でした。

あいにくの雨模様で会場は、保育所園
庭から小中学校体育館で行いました。午
後３時半より受付が始まり、大勢の皆さ
んが、駆けつけてくれました。
会場には、ペットボトルボーリング・お菓子つり・うちわデコ・せんぼんつり・スーパーボールすくい・顔は

めコーナーなど保護者の皆さんによる趣向を凝らしたブースが、準備されました。
保育所児童のほか、小学生、地域の子育て家庭の皆さんも集まり、いろいろコーナーで遊びました。
５時半からは第２部が始まり、保育所児童が、♪おみこしわっしょい♪の曲に乗り、うちわを片手に、掛け声

も威勢よく踊りました。
日本拳法の演舞では、小学生も交えた日本拳法クラブの皆さんにより、いろいろな技を見事にきめてくれました。
保育所職員のフラダンスでは、ウクレレ、ハワイアンフラボランティアグループによる演奏で会場を盛り上げ

ました。
最後、保護者会の若さはじけるダンスメドレーを熱演して大盛況の内に夕涼み会を閉じました。

広報６月号（６ページ）のソフトテニス部に引き続き、中学校を卒
業した皆さんも、それぞれの高校でがんばっています。
安藝達也さん（県立科学技術高校２年・谷）は、ソフトテニス部で
県大会（総体）でベスト４に入り、８月１１日から新潟県庭球場で行われ
る、２０１２かがやき総体（インターハイ）に出場されます。
また、石本敬汰さん（県立小松島高校３年・下野）はソフトボール
部で、春の県大会で優勝し、総体では３位、四国大会にも出場されま
した。
今後の抱負を聞くと、安藝さんは、「初戦突破に向けがんばる。」と
毎日９時頃まで練習しがんばっています。
石本さんは、３年生で四国大会が最後の試合でしたが、「これから
もソフトボールを続けていきたい。」と、スポーツの楽しさを語って
いました。
これからも悔いの残らないよう力一杯がんばってください。応援し
ています。

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大きききききききききききききききききききききななななななななななななななななななななな「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「なななななななななななななななななななななすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ががががががががががががががががががががが採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

�����������������������������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������������������������������

石本敬汰さん

夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕涼涼涼涼涼涼涼涼涼涼涼涼涼涼涼涼涼涼涼涼涼みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先輩輩輩輩輩輩輩輩輩輩輩輩輩輩輩輩輩輩輩輩輩たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちもももももももももももももももももももももがががががががががががががががががががががんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

安藝達也さん

６/２１
（木）

６/３０
（土）
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職
員
人
事
異
動
（
平
成
２４
年
７
月
１
日
付
）

【
昇

任
】

（
職

名
）

（
氏

名
）

（

）内
は
旧

住
民
福
祉
課
主
幹

安
藝

肇
（
住
民
福
祉
課
課
長
補
佐
）

産
業
建
設
課
事
務
主
任

瀧
倉

裕
介
（
産
業
建
設
課
主
事
）

産
業
建
設
課
主
事

吉
永
美
紗
子
（
住
民
福
祉
課
主
事
補
）

【
異

動
】

（

）内
は
旧

（
課

名
）

（
職

名
）
（
氏

名
）

住
民
福
祉
課

課
長
補
佐

東
條

浩
文

（
総
務
企
画
課
）

総
務
企
画
課

主

査

太
尾

勝
利

（
産
業
建
設
課
）

産
業
建
設
課

主

査

上
野

浩
嗣

（
住
民
福
祉
課
）

住
民
福
祉
課

係

長

角
田

寛
子

（
総
務
企
画
課
）

教
育
委
員
会

係

長

森
河

健

（
住
民
福
祉
課
）

総
務
企
画
課

事
務
主
任

尾
山

智
美

（
産
業
建
設
課
）

産
業
建
設
課

主

事

吉
永
美
紗
子

（
住
民
福
祉
課
）

住
民
福
祉
課

主

事

補

池
端

佳
奈

（
教
育
委
員
会
）

緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑
のののののののののののののののののののののののののののののののの
ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
ささささささささささささささささささささささささささささささささ
とととととととととととととととととととととととととととととととと
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
の
星
沙
織
で
す
。

今
回
は
私
の
出
身
地
、
群
馬
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
ま
ず
、
み
な
さ
ん

は
群
馬
っ
て
ど
こ
に
あ
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？
…
答
え
：
関
東
。
関
東
の
北
西
部
に
あ

り
ま
す
。
隣
接
県
は
北
は
新
潟
、
南
は
埼
玉
、
西
は
長
野
、
東
は
栃
木
、
そ
し
て
北
東
に

少
し
だ
け
福
島
の
計
５
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
海
な
し
県
で
す
。
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
し
た

か
？
関
東
一
マ
イ
ナ
ー
な
県
、
群
馬
は
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
。

群
馬
の
人
口
は
約
２
０
０
万
人
。
県
庁
所
在
地
は
前
橋
（
私
の
出
身
地
）。
群
馬
と
い

え
ば
？
…
温
泉
。
草
津
温
泉
、
伊
香
保
温
泉
は
聞
い
た
こ
と
あ
る
の
で
は
？
群
馬
に
は
温

泉
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

食
べ
物
は
？
…
こ
ん
に
ゃ
く
。
生
産
量
日
本
一
。
ほ
と
ん
ど
群
馬
が
占
め
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
は
下
仁
田
ね
ぎ
、
嬬
恋
キ
ャ
ベ
ツ
、
水
沢
う
ど
ん
（
三
大
う
ど
ん
の
１
つ
）、
焼

き
ま
ん
じ
ゅ
う（
あ
ん
こ
が
入
っ
て
い
な
い
、甘
だ
れ
の
か
か
っ
た
焼
い
た
ま
ん
じ
ゅ
う
。

サ
イ
ズ
大
き
め
。
串
に
４
つ
程
刺
さ
っ
て
い
る
。
お
い
し
い
！
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
よ
く
聞
か
れ
る
こ
と
に
お
答
え
し
ま
す
。
�
東
京
ま
で
ど
れ
く
ら
い
時

間
か
か
る
？
…
新
幹
線
（
高
崎
―
東
京
）
だ
け
で
約
５５
分
。
近
く
は
な
い
で
す
。
ち
な

み
に
群
馬
に
は
空
港
が
あ
り
ま
せ
ん
。
最
寄
り
は
羽
田
空
港
で
す
。
�
震
災
の
影
響
は
？

…
震
度
５
弱
で
し
た
。
怖
か
っ
た
で
す
。
で
も

私
の
実
家
周
辺
は
幸
い
に
も
揺
れ
た
だ
け
で
、

特
に
停
電
、
断
水
な
ど
の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
計
画
停
電
は
し
っ
か
り
経
験
し
ま
し

た
。
夜
は
本
当
暗
か
っ
た
。

最
後
に
、群
馬
は
田
舎
で
す
。車
社
会
で
す
。

お
か
げ
で
免
許
取
得
率
日
本
一
。
女
性
ド
ラ
イ

バ
ー
率
日
本
一
。
も
ち
ろ
ん
私
も
そ
の
１
人
。

車
の
な
い
生
活
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
佐
那
河

内
と
一
緒
で
す
ね
。

ほ
ん
の
一
部
で
す
が
こ
ん
な
感
じ
で
す
。
少

し
で
も
群
馬
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い

で
す
。
み
な
さ
ん
の
持
っ
て
る
群
馬
の
イ
メ
ー

ジ
、
何
か
あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。 ５３

その

昔なつかし端午の節句にてホタルかご製作中

篤志によるご寄付を有効に使わせていただ
き、ふるさとさなごうちの更なる発展を期す
とともに、今後とも皆さんからの村への熱き
思いを心からお待ちしています。
「ふるさと納税」についての詳しいことは、
総務企画課までお問い合わせください。

ありがとうございます。
ふるさと納税！

山 根 玉 峰さん
兵庫県在住
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ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰ電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話ののののののののののののののののののののののののののののの端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機ががががががががががががががががががががががががががががが変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

お馴染みの端末機が…

新しくなりました！

平成１６年に整備しました IP 電話の端末機が老朽化に伴い、通話ができないといった
故障が多く発生してきました。
そのため、神山町と共に平成２４年度中にTA（ターミナルアダプター）を交換いたし
ます。（交換にかかる個人負担は発生しません。）
７月中旬以降、加入者のお宅に施工事業者が訪問し、順次交換しますので、ご協力を
よろしくお願いします。

ケーブルテレビ徳島� TEL６５５－４０００

平日９：００～１７：３０ 土曜９：００～１７：００（日祝日除く）

テレビトクシマからのご案内です。

お問い合わせ先

sanagochi10



� 水洗便所は、トイレットペーパー
（水溶性）をご使用ください。
ポケットティッシュ・ボックステ

ィッシュ・落し紙等は流すと水に溶
けないので詰まることがあります。

� トイレには、汚物入れを設置し、
ゴム製品、生理用品などはその中に
入れゴミとして処理してください。

� 台所、汚水マスから、油脂類（てんぷら油
やサラダ油等）、ナイロン、ビニール、輪ゴム、
残飯、残菜等を、絶対に流さないでください。
※排水マスのトラップ部分（水たまり）は、
定期的（月に一回程度）に清掃を行ってく
ださい。
清掃は、ホースをつまみ、圧力をかけた状
態で放水してください。また、管に付着し
た白いかたまり（油脂類）は取り除きゴミ
として処理してください。

� 便器や排水管をつまらせると、修理費等が
かかります。また、処理機能を低下させない
ように、日頃から正しい使い方に注意してく
ださい。

農業集落排水使用上の注意

（髪の毛等は流さない）

※最近、農業集落排水処理場の汚泥に油分が多く含まれ、しらさぎ浄園で処理機の故障が発生しましたので、次のことにご注意いただき適正なご利用に心がけてください。

（洗剤は適量で）

お願い

（紙おむつ等は流さない）

（油は新聞等でふきとって
から洗う。食用油はペット
ボトルなどに入れて、漏れ
ないようにしっかりとキャ
ップをしめて追上駐車場の
収集用ドラム缶に出してく
ださい。）

（熱湯を流さない）
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外国人登録法が廃止され、住民基本台帳法（以下、「法」という。）が改正されました。平成２４

年７月９日（月）から、外国人住民についても住民票が作成されます。これにより、日本人と外

国人の複数国籍世帯についても、同一様式にて住民票の写しが発行されるようになります。

●外国人住民にも住民票が作成されます

外国人登録制度が廃止され、住民基本台帳法の適用対象に加わったことで、日本人と同様に、外

国人住民についても世帯ごとの住民票に編成されるようになりました。日本人と外国人で構成さ

れる世帯でも、世帯全員が記載された住民票の写し等が発行できます。

●住民票の様式が変わりました

法改正により、システム改修を行うとともに、住民票の様式を変更しました。A４横様式をA

４縦様式に変更し、１ページ１人の記載から１ページ４人までの記載に変更しました。

●外国人住民の方の住所変更手続きが変わりました

外国人登録法が廃止されると同時に「入管法等改正法」が施行され、適法に３カ月を超えて在

留する外国人に対して、空港や地方入国管理局で在留カードが交付されるようになりました。

在留資格の変更や在留期間の更新、名前などの変更届出は、地方入国管理局で手続きを行う必

要がありますが、住所地の変更については日本人と同じように住所地で手続きを行います。転出

時には転出届が、転入時には転出証明書と転入届が必要となります。（届出の際は、必ず在留カー

ド、特別永住者証明書、外国人登録証のいずれかの提示が必要です。）

●住民基本台帳カードが継続利用できるようになりました

住民基本台帳カード（以下、「住基カード」という。）はこれまで住所地の市町村で発行し、他

市町村に転出すると無効になっていましたが、平成２４年７月９日以降は、他市町村へ転出しても、

継続して利用できます。（転入届の際に必ず住基カードの提示が必要です。）

法務省主唱の“社会を明るくする運動”は今回で６２回を迎え、「更生保護の日」である
７月１日からの１か月を強調月間として、全ての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した
人たちの更正について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のな
い地域社会を築くため、全国各地で新聞やテレビなどによる広報、街頭キャンペーンや講
演会の開催など、さまざまな催しが実施されています。
詳しくは、お近くの保護観察所（６２２－４３５９）までお問い合わせください。

［問い合わせ先］住民福祉課

第６２回（平成２４年）“““““““““社社社社社社社社社会会会会会会会会会ををををををををを明明明明明明明明明るるるるるるるるるくくくくくくくくくすすすすすすすすするるるるるるるるる運運運運運運運運運動動動動動動動動動”””””””””について

平成２４年７月９日に外国人登録法が廃止され、住民基本台帳法が変わりました。

� 変 更 点 �

sanagochi12



����������������

３割負担となる人

被保険者が２人以上の場合

１４５万円以上の被保険者がいる

５２０万円未満は１割（要申請）

５２０万円以上は３割

被保険者が１人の場合

１４５万円以上

３８３万円未満は１割（要申請）

３８３万円以上は３割（※）

世 帯 構 成

住民税課税所得

総収入の合計額

１割負担となる人

同じ世帯の被保険者全員の住民税課税所得が１４５万円未満

※ご確認ください！
【有効期限】
新しい被保険者証の有効期限 平成２５年７月３１日

【一部負担金の割合】
平成２４年８月１日から平成２５年７月３１日までの一部負担金の
割合（１割または３割）は、平成２３年中の所得に基づき、改
めて判定します。

※７０歳以上７５歳未満の方がいる場合、その方々との総収入の合計額が５２０万
円未満の場合は１割（要申請）

現在、後期高齢者医療制度に加入されている人には、有効期限が「平成２４年７月３１日」となっているみ
どり色の「後期高齢者医療被保険者証」を、１人に１枚お渡ししています。
７月中に市町村役場担当課から、有効期限 平成２５年７月３１日と記載された新しい被保険者証（オレン
ジ色）をお届けします。８月１日以降は古い被保険者証は使えませんので、受診の際は有効期限を確認し、
お間違えのないようご注意ください。

※後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証（薄い紫色）をお持ちの人へ
現在お持ちの「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」は、有効期限が「平成２４年７月３１

日」となっています。
平成２３年度の認定証をお持ちの人で平成２４年度住民税非課税世帯の人には、７月末までにお住まいの市

町村から「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」をお届けします。更新申請書の提出は必
要ありません。
認定証に記載されている適用区分が「区分�」の人で「過去１２か月で９０日を超える入院」をされた人は、

お住まいの市町村担当窓口に申請していただくことで、入院時の食事代がさらに減額されます。

※臓器提供の意思表示にご協力ください
新しい被保険者証（有効期限平成２５年７月３１日）の裏面に、臓器提供意思表示欄が設けられています。
これは、臓器移植に関する啓発や知識を深めるためです。
臓器提供の意思表示は自分の意思で決めることができます。また、意思表示欄記入後も意思の変更がで

きます。臓器提供についてよく考え、家族と話し合い、意思表示欄の記入にご協力ください。なお、意思
表示欄への記入は任意であり、義務付けるものではありません。
臓器提供意思表示欄記入後に、「個人情報保護シール」をはり付けることにより、記入内容を他の人に
知られないようにすることができます。このシールは被保険者証同封パンフレット「臓器提供の意思表示
にご協力ください」に付いています。
記入する場合は、ボールペンなどの消えないペンを使用してください。

お問い合わせ先 住民福祉課または徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課 TEL（０８８）６７７－３６６６

後期高齢者医療制度からのお知らせ
８月は保険証の定期更新月です
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後期分

６，０００円
５，５００円
２．００％
１２．００％

介護分

８，５００円
７，０００円
２．００％
７．５０％

基礎分

２２，５００円
２３，５００円
７．００％
５０．００％

（年 額）

均等割額

平等割額

所得割額

資産割額

後期分

４，０００円
５，０００円
２．００％
１２．００％

介護分

７，５００円
６，５００円
２．００％
７．５０％

基礎分

２１，０００円
２３，０００円
７．００％
５０．００％

（年 額）

均等割額

平等割額

所得割率

資産割率

�

※均等割は加入者一人につき、平等割は加入世帯一世帯あたりに課税されます。加入者の所得状況により減免の制度があります。

１１月に行われる国民文化祭に向けて、社会教育講演会を開催しま
す。講師は、「第２７回国民文化祭・とくしま２０１２」の一環として、
阿波藍の魅力を発信する「阿波藍アートプログラム」事業を監修す
る米国人アーティストのローランド・リケッツさんです。
講演会日程については次のとおりです。皆様の参加をお待ちして
います。

日 程�７月１８日（水） ２０：００～

場 所�佐那河内小中学校多目的ホール
講 師�ローランド・リケッツさん

（米インディアナ州在住。大学卒業後、奈
良県の高校で外国語指導助手を務めた後、
徳島に２年間滞在し、藍の栽培や、すくも
づくり、藍染めを学ぶ。０６年からはインデ
ィアナ大学の助教授を務め、藍をモチーフ
とした芸術活動をしている。）

講演内容�「徳島県国民文化祭との関わりの中で
伝えたいこと（仮）」

日 程�７月２８日（土）・２９日（日）
１０：００～１６：００

場 所�大宮八幡神社境内
※雨天時は佐那河内小・中学校に変更

徳島県が主催する国民文化祭の
移動展開事業の第一弾として、
リケッツさんの芸術作品展が開
催されます。
徳島産のすくもで染めた２００枚以
上の布を全国の染師に送っても
らい、一つの芸術作品としての
展示や、来場者用の記念品製作
に活用し、阿波藍の魅力を県内
外に発信されます。

○国民健康保険税基準額（均等割額・平等割額）を改正しました。
佐那河内村の国民健康保険税基準額・率は平成２１年度から３年間据え置きとなっており、現在の保険税額で

は、医療費の支払いに見合う収入は確保できておらず、安定した事業運営を行っていくために、保険税基準額
（均等割額・平等割額）の改定を実施することになりました。皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

平成２３年度 平成２４年度

○平成２４年度は、医療給付費・介護保険事業給付費の増加により、国民健康保険税・後期高齢者医
療保険料・介護保険料は加入者の皆さまに負担増をお願いしております。住民福祉課では、この状
況の説明と医療費の抑制、住民の皆さまの健康づくりに向けて、各常会に出前講座を行っておりま
す。今後とも、皆さまのご理解とご協力をお願いします。

※リケッツさんは、７月１０日～７月３０日まで佐那河内村に在住予定です。日本語は堪能で、講演
会についても日本語でお話くださいます。

阿波藍アートプログラム in 佐那河内
リケッツさんの作品展示

第第２２７７回回国国民民文文化化祭祭・・ととくく
ししまま２２００１１２２ププレレイイベベンントト

社会教育講演会

国保だより

sanagochi 15



ネイチャーセ
ンターよりお知らせネイチャーセ
ンターよりお知らせ

7.3
徳島県立佐那河内いきものふれあいの里

幸子 絵からはじまる
絵画展峯 大川原

ネイチャーセンター

入場無料

主催　徳島県立佐那河内いきものふれあいの里　20周年記念特別事業「きっかけづくり」

ネイチャーセンターでは，自然に親しむきっかけづくりとして色々な “入り口” をお届けしています．

2012. （火） （日）~9.2

峯 幸子
四国大学非常勤講師，徳島県美術家協会 会員

徳島女流美術 会員，まなびーあ徳島絵画講座講師

大川原は緑あふれる山々や棚田など眺望の

良さから多くの画家が訪れます．あなたも

大川原を描いてみませんか？

Tel 088-679-2238

10/13 （土）峯幸子 スケッチ教室
場所 いきものふれあいの里キャンプ場

Takara ハーモニストファンドから助成金
松田 春菜（徳島県立佐那河内いきものふれあいの里ネイチャーセンター）

この度、「徳島県の山間部地域に生息する希少貝類の保全に向
けた研究」の研究テーマで、宝酒造株式会社のファンドである
TaKaRa ハーモニストファンドの助成に採択されました。この助
成は、日本の森林や水辺の自然環境を守る活動や、そこに生息す
る生物を保護するための研究などを対象とするものです。
私が研究の対象とするのは陸上に生息する貝類です。徳島県に

は多くの陸貝が分布し、その中には県内にしか分布していない希少な固有種も含まれています。しか
し、近年では石灰岩の採掘やダムの建設など開発が進み、そのような希少な種の生息地が人知れず失
われている現状があります。保全の必要性が高まる一方で、陸貝の生態はまだまだ謎に包まれている
ため、どう保全していけばいいのかも、少なくなりつつある生息地をどう管理していけばよいかもわ
かっていません。
今回の助成を受け、徳島県の山間部に生息する希少な陸貝にとって棲みやすい環境とはどんなとこ
ろなのか、また、生息状況を左右する要因は何かを調べる予定です。そして生息に適する場所を保全
あるいは復元することへの応用を検討していきたいと考えています。

����������������������������

峯幸子絵画展―絵からはじまる大川原
今年で２０周年を迎えるネイチャーセンターでは、自然に触れる新しい「きっかけ」をお届けしてい
ます。その新しいきっかけとして、女流画家峯幸子氏が描いた佐那河内や大川原の作品を中心に企画
展を行います。
「ネイチャーセンターで絵画展？」と不思議に思われたかもしれませんね。実は今、佐那河内や大
川原高原は、画家や写真家などの多くの芸術家がたびたび訪れる場所になっています。
その理由はいくつかありますが、ひとつは“地形”です。お隣の神山町や上勝町に比べても、佐那
河内村は谷が浅く、尾根と谷の起伏が緩やかな開けた地形をしています。
これは雨や川による谷の浸食があまり進んでいないからともいわれていま
す。つまり、どこからでも集落が見渡せ、見晴らしがよく、美しい眺望を
持っている佐那河内村だから描かれているのです。
もうひとつは“対象”です。紫陽花や風車は絵になりますが、それ以外
にも緩やかな曲線の棚田からは人の優しさを感じさせ、山は多種多様な
木々により微妙に異なる緑に色づき、そこに暮らす様々な動物たちが絵に
動きを与えます。そんな豊かな自然があるからこそ、描かれる佐那河内村
があります。
芸術家に描きたいと思わせる風景を作ってきた村民・県民の皆さんに、
ネイチャーセンターからこの絵画展をお届けします。是非、見に来てくだ
さい。（松田春菜）
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さなごうちスポーツクラブ案内さなごうちスポーツクラブ案内

������������������������������������������

� 参加する権利
自由に意見を表した
り、集まってグループ
を作ったり自由な活動
を行ったりできること
など。

� 守られる権利
あらゆる種類の虐待
や搾取などから守られ
ること。障がいのある
子どもや少数民族の子
どもなどは特別に守ら
れることなど。

� 育 つ 権 利
教育を受け、休んだ
り遊んだりできるこ
と。考えや信じること
の自由が守られ、自分
らしく育つことができ
ることなど。

� 生きる権利
防げる病気などで命

を奪われないこと。
病気やけがをしたら治
療を受けられること
など。

● ● ● ● ● ● ● 「子どもの権利条約」● ● ● ● ● ● ●

この条約はすべての子どもの人権を守るための初めての国際条約です。次の４つの子ども
の権利を守ることを定めています。日本も平成６年（１９９４年）にこの条約を批准しました。

自分は守られているということを知っている子どもは、同時に他の人の人権も守られなけ
ればならないことを理解出来るようになります。
親の考えを一方的に子どもに押しつけていないか、日常の何気ないことから、子どもとの
向き合い方について考えてみましょう。

土

4

11

18

25

金

3

10

17

24

31

木

2

9

16

23

30

水

1

8

15

22

29

火

7

14

21

28

月

6

13

20

27

日

5

12

19

26

子どもは誰の所有物でもない 子どもの人権を考える

バドミントン

バドミントン

バドミントン

バドミントン

バドミントン

佐那河内村人権教育研究協議会・佐那河内村教育委員会

VOL．186

卓 球

卓 球

８月

佐那河内村の人権教育

健康運動教室

健康運動教室スポーツ振興くじ助成事業

※印の種目は活動費が必要です。
・ジュニアスポーツ教室は別途案内します。
・参加される方でスポーツクラブ未加入の方は、
事前に事務局で参加申込・スポーツ保険加入の
手続きをしてください。
・日程は変更する場合があります。

〈村民体育館〉
卓 球
１９：３０～２１：００
※バドミントン
２０：００～２２：００

●お問い合わせ●
さなごうちスポーツクラブ事務局

（教育委員会内）

�679-2817 IP 5006

〈農振センター２階和室 〉
健康運動教室
２０：００～２１：００
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徳島の未来を担う青少年が、豊かな人間性や社会性を身につけ、「自立した大人」として成長し、いきい

きと活躍することは、私たち県民すべての願いです。

しかし、少子高齢化の進行、高度情報化やグローバル化の進展、さらには厳しい雇用情勢等に伴い、青少

年を取り巻く環境は大きく変化しており、児童虐待をはじめ、携帯電話やインターネットを通じた青少年の

犯罪被害に加え、ニートやひきこもりといった「社会的自立が困難な若者」の増加など様々な問題が顕在化

し、県を挙げた対応が急務となっています。

また、平成２３年３月１１日に発生した「東日本大震災」により、「家族の絆」や「地域とのつながり」の重

要性があらためて認識される中、青少年が自らの能力を活かしながら地域社会に主体的に参画し、夢や希望

に満ちた地域の未来を切り拓く担い手として成長することが期待されています。

このため、社会全体で青少年を育む環境づくりとして、家庭・学校・地域社会・関係機関が緊密に連携し、

非行から青少年を守るという気運を醸成するとともに、非行に対する県民の理解と認識を深め、地域に密着

したきめ細かな青少年の非行防止・健全育成を図る目的で、「防ごう！少年非行」県民総ぐるみ運動を展開

します。

○ スローガン ―担い手はキミたちだ�誰もが輝くとくしまづくり―

○ 実施期間 平成２４年７月１日�～８月３１日�

○ 実施主体 � 主 唱 徳島県青少年対策本部（徳島県・徳島県教育委員会・徳島県警察本部）

� 実施機関 徳島県・徳島県教育委員会・徳島県警察本部

市町村・青少年育成徳島県民会議

第６２回“社会を明るくする運動”徳島県推進委員会

○ 県民総ぐるみ運動推進大会

日時：平成２４年８月３日�午後 場所：とくぎんトモニプラザ（徳島県青少年センター）

内容：善行青少年団体・青少年健全育成功労者知事表彰、記念講演

交通エコライフキャンペーン広報

バババババババババババババババババスススススススススススススススススややややややややややややややややや鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄道道道道道道道道道道道道道道道道道なななななななななななななななななどどどどどどどどどどどどどどどどどににににににににににににににににに親親親親親親親親親親親親親親親親親しししししししししししししししししもももももももももももももももももううううううううううううううううう！！！！！！！！！！！！！！！！！交交交交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通通通通エエエエエエエエエエエエエエエエエコココココココココココココココココララララララララララララララララライイイイイイイイイイイイイイイイイフフフフフフフフフフフフフフフフフ

地域の公共交通について、親しみ、考えて頂くためにイベントを開催します。
ぜひお越しください。

【と き】 ８月２６日� １０：００～１５：００

【と こ ろ】 徳島こども交通公園（徳島市南内町１丁目４）

【内 容】 ボンネットバス体験乗車、アンパンマンバスで撮影会、
バスの車体にお絵かき体験、クイズで商品をゲットしよう！、
バスにまつわるお宝販売会、渦戦士エディのヒーローショーやご当地アイ
ドル（DejaVu 浅野ゆい）によるライブなどのステージイベントもあるよ！
他にも色々ありますので、是非お越しください！

【お問い合わせ】 県交通戦略課 ０８８（６２１）２６８６

駐在所だより

７月・８月

※また、バスの日（９月２０日）、鉄道の日（１０月１４
日）を含む９月１５日から１０月１４日は公共交通機
関の利用強化期間です。通勤、通学、買い物な
どの際は、公共交通機関を利用しましょう。
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合　計
21,068,147円

人件費
支出
42.4％

事務費支出
0.5％

共同募金配分
事業費3.5％

助成金支出1.7％

負担金
支出0.5％

経理区分間
支出1.7％

積立金積立
支出5.4％

退職共済預け金
支出2.0％ 次期繰越

23.1％

事業費
支出
19.2％

合　計
21,068,147円

寄付金収入
8.8％

市町村
受託金収入
16.2％

市町村
補助金
収入
36.1％

県社協
補助金収入
0.4％

県社協受託金
収入0.5％

預託金収入5.4％

共同募金
配分金収入3.7％

経理区分間
収入1.7％

積立預金取崩
収入1.7％

前期繰越
21.9％

雑収入3.6％

平成２４年３月末
善意銀行残高 ２１，７１９，２１４円 H２３年度預託件数 ２４件

事業費４，０５１，４２６円は次のような事業に使われています。

◎地域福祉を推進するための事業
・心配ごと相談に関する事業
開設日 第２第４月曜日（祝日は次の日）

・給食サービス事業（年１０回 一人暮らし対象）
ふれあい給食会は、ボランティアによって支えられています。

・生活福祉資金に関する事業
・年賀状の配布
小中学生がひとり暮し高齢者の方々へ毎年年賀状を送って
います。

・高齢者大学
・高齢者等安全点検事業

・訪問サービス事業
・障害者社会参加事業
障害者が交流し、創作する楽しみ、親睦を深めるために陶
芸教室を実施

・ボランティア推進（年間）
・学童保育
子育て支援事業として平成１５年９月から実施
平成２３年度 児童数４３人登録
延べ児童数 ４，９０２人 開設日数 ２３６日／年間
長期休暇中にはいろいろな行事を取り入れています。
※東日本大震災義援金として村民の皆様から寄せられた
１，８５０，８５５円は、日本赤十字社徳島県支部を通じて被災者
の皆様にお送りしました。

決算額（円）

１，８５０，８５５

７，６００，０００

８２，６７１

３，４１９，１００

９７，０００

１，１２７，０００

７８０，６３６

７６２，７７９

３６７，６００

３６８，０００

４，６１２，５０６

２１，０６８，１４７

科 目

寄 附 金 収 入

市 町 村 補 助 金 収 入

県 社 協 補 助 金 収 入

市 町 村 受 託 金 収 入

県 社 協 受 託 金 収 入

預 託 金 収 入

共 同 募 金 配 分 金 収 入

雑 収 入

経 理 区 分 間 収 入

積 立 預 金 取 崩 収 入

前 期 繰 越

合 計

決算額（円）

８，９２５，３１１

９８，２４７

４，０５１，４２６

７４０，３００

３６７，６００

１０７，４６４

３６７，６００

１，１３４，１６９

４０５，２４０

４，８７０，７９０

２１，０６８，１４７

科 目

人 件 費 支 出

事 務 費 支 出

事 業 費 支 出

共 同 募 金 配 分 事 業 費

助 成 金 支 出

負 担 金 支 出

経 理 区 分 間 支 出

積 立 金 積 立 支 出

退 職 共 済 預 け 金 支 出

次 期 繰 越

合 計

社会福祉協議会決算
一 般 会 計

平成23年度

歳歳 出出

第146号

歳歳 入入 歳歳 出出
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合　計
11,992,798円

人件費
支出
27.5％

負担金支出0.3％

事業費支出
72.2％

合　計
11,992,798円

市町村
受託金収入
21.5％

会費収入0.4％

雑収入3.0％

運営費収入
75.1％

事業費８，６５２，７６９円は次のような事業に使われています。

・会員への配分金（８，２３６，０１３円） ・公用車経費
・事業に関する経費

■日時 平成２４年７月２４日（火）
☆全血車（４００ml 献血のみの受付となります）

♪献血に使用する器材は全て使い捨てです。病気
などの感染の恐れは全くありません。

♪より安全な献血のために、受付時に確認できる
もの（免許証・保険証など）の提示をお願いし
ています。ご理解とご協力をお願いします。

決算額（円）

４２，０００

２，５８４，３９１

９，００６，５３７

３５９，８７０

１１，９９２，７９８

科 目

会 費 収 入

市 町 村 受 託 金 収 入

運 営 費 収 入

雑 収 入

合 計

決算額（円）

３，２９８，３２４

８，６５２，７６９

４１，７０５

１１，９９２，７９８

科 目

人 件 費 支 出

事 業 費 支 出

負 担 金 支 出

合 計

献 血 時 間

９：３０～１６：００ １２：３０～１３：３０
の間は休憩です。

採 血 場 所

佐那河内村役場前

左記の預託金は、社会福祉のために役立ててくださいと寄
せられたものです。善意によって膨らんだ預託金を元金とし
た利子を活用し、地域福祉事業などの推進のため、有意義に
活用させていただきます。ありがとうございました。

献血車がまいります ご協力ください

●善意銀行だより●

●久 米 浩 司 様………金一封

歳歳 出出

歳歳 入入 歳歳 出出

シルバー人材センター決算平成23年度
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佐那河内村地域包括支援センターだより佐那河内村地域包括支援センターだより

地域包括支援センターでは、明るく健やかな生活が続けられるように介護予防教室
を開催しています。楽しく身体を動かしたり交流を楽しみましょう。皆様の参加をお
待ちしています。

7月17日� 健康料理教室 農振センター 10：00～

7月23日� いきいき体操教室 ハイジ 13：30～

7月24日� コーラス教室 ハイジ 13：30～

※日程などに変更がある場合は村内放送でお知らせします。

次回は８月５日�の「徳島びっくり日曜市」（徳島市
問屋町）にて村で作られた農作物や加工品の販売を行い

ます。

出品申込みが多数の場合、こちらで数を調整させてい

ただく場合がございます。あらかじめご了承ください。

申込み〆切７月３０日�
みなさんの出品をお待ちしています。

7月号

【募集要項】
・募集するもの：村内産の野菜、手作りの加工品など

・手数料：売上げの１０％

いただいた手数料は村のPRなど今後の事業のため

に活用させていただきます。

・出荷の方法などは出品のお申込みをいただいた人に

お伝えします。

車に乗れないという人もご相談ください。

佐那河内村地域包括支援センター ■ 電話：679－3383
■ 場所：特別養護老人ホーム 健祥会ハイジ内 ■ 担当：井出・大西・佐々木

出品のお申込み・お問い合わせ�産業建設課 地域おこし協力隊 本田百合子

日日日日日日日日日日日日日日日曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜市市市市市市市市市市市市市市市““““““““““““““““ささささささささささささささささななななななななななななななななごごごごごごごごごごごごごごごごううううううううううううううううちちちちちちちちちちちちちちちちDDDDDDDDDDDDDDDDaaaaaaaaaaaaaaaayyyyyyyyyyyyyyyy””””””””””””””””出出出出出出出出出出出出出出出品品品品品品品品品品品品品品品者者者者者者者者者者者者者者者募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集中中中中中中中中中中中中中中中

個人情報に関する内容のため削除しています。
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麻薬・覚せい剤・
大麻・シンナーの乱用を
なくそう

備 考

対 健康づくりに関心のある方
持 材料代２００円・米１合・エプロ
ン・筆記用具など

問 教育委員会

鮎のつかみどり

対 未入所の乳幼児（就学前まで）
保健師相談日

問 教育委員会

対 医師から運動制限を受けていない方
持 運動しやすい服装・飲み物
（熱中症予防のため）

問 教育委員会

保険証、受診券、
負担金１，０００円

問 教育委員会

とき・ところ

時１０：００～１０：１５（受付）
所 農振センター１階（会議室）

時 ８：３０～１１：００
所 追上駐車場

時２０：００～２１：００
所 小中学校多目的ホール

時 ９：００～１３：００
所 新開橋下辺り

時１０：００～１１：２０
所 保育所

時１９：３０～２１：００
所 農振センター１階

時 ９：００～１２：００
所 農振センター２階（小和室）

時１３：３０～１５：３０
所 健祥会ハイジ１階（展示室）

時 ８：３０～１１：００
所 追上駐車場

時１０：００～１６：００
所 大宮神社

時 ８：３０～１１：００
所 追上駐車場

時 ９：００～１２：００
所 農振センター２階（小和室）

時 ８：３０～１１：００
所 追上駐車場

時 ９：００～１１：００
所 農振センター１階（受付）

時１７：３０～２１：３０
所 運動公園

行 事 名

健康料理教室

可燃ゴミ・古紙など収集日

社会教育講演会

保育所川遊び

わんぱく広場

人権大学講座開講式
第１回人権大学講座

心配ごと相談・行政相談
特別相談

いきいき体操教室

可燃ゴミ・古紙など収集日

第２７回国民文化祭
阿波藍アートプログラム
I am藍、We are 藍

全村道路愛護会

粗大廃棄物・廃家電
可燃ゴミなど収集日

心配ごと相談・人権擁護相談

可燃ゴミ・古紙など収集日

特定健診、肝炎ウィルス検査

第３７回
ふるさとづくり納涼夏まつり

曜

火

水

木

金

月

水

土
・
日

日

水

月

水

木

月

日

７／

１７

１８

１９

２０

２３

２５

２８
・
２９

２９
８／

１

６

８

９

１３
※８月のわんぱく広場は休みです

軽い気持ちで踏み込んだ つもりの足が
もう抜けない！ ゼッタイ やめよう！

徳島県薬物乱用防止指導員 日下 早苗

先月の広報６月号に間違いがありました。
この場をお借りしておわびするとともに、訂正させていただきます。
広報６月号 ６ページ
山根先生のお名前を間違っていました。

正しくは 山根玉峰先生 です。

お
わ
び
と
訂
正

sanagochi 23



 

聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
ててててててててててててててててててててててて
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズ
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〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
スススススススススススススススススススス
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
ボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボ
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキ
？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

佐
那
河
内
に
来
て
３
ヶ
月
、「
佐
那
河
内
の

い
い
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
？
」と
聞
く
と「
う

〜
ん
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
…
。
そ

ん
な
こ
と
は
な
い
は
ず
だ
�
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
７
月
号
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

か
ら
４
回
に
わ
た
り
、
佐
那
河
内
に
も
「
こ
ん

な
ん
あ
る
で
よ
」
と
い
う
自
慢
話
を
�
聞
か
せ

て
�
く
だ
さ
い
。
今
後
の
４
つ
の
話
題
は
「
冬

の
保
存
食
」「
内
緒
の
古
木
」「
湧
き
水
の
水
道
」

か
ん

「
疳
の
虫
」
で
す
。

冬
の
保
存
食
と
い
え
ば
、
干
し
柿
や
大
根
の

お
漬
物
が
定
番
。
こ
の
保
存
食
は
、
食
材
の
乏

し
く
な
る
冬
場
を
乗
り
切
る
た
め
の
人
々
の
知

恵
で
、
そ
の
方
法
も
塩
蔵
、
乾
燥
、
燻
製
、
発

酵
な
ど
様
々
あ
り
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
に
ス
ボ

キ
（
ス
ボ
ケ
、
ホ
テ
、
ボ
テ
と
も
い
う
）
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
こ
れ
は
、
海
や
川
で
豊

富
に
捕
れ
る
魚
を
保
存
す
る
「
焼
き
干
し
」
の

こ
と
で
、
特
に
山
間
部
で
よ
く
作
ら
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。
作
り
方
は
、
串
に
刺
し
た
川
魚（
フ

ナ
や
ハ
エ
ン
ボ
な
ど
）
を
焼
い
て
、
稲
わ
ら
を

わ
ら
づ
と

束
ね
て
作
っ
た
藁
苞
に
刺
し
て
、
軒
先
や
囲
炉

裏
の
上
に
吊
る
し
、
冬
の
保
存
食
に
し
た
も
の

だ
そ
う
で
す
（
写
真
）。
こ
れ
は
、
美
味
し
い

川
魚
が
豊
富
に
捕
れ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
も
の

で
、川
が
健
康
だ
っ
た
証
拠
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

あ
る
時
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
「
味
噌
ぬ
っ
て

な
ぁ
〜
、
火
で
炙
っ
た
ら
う
ま
い
ん
じ
ゃ
〜
」

と
懐
か
し
そ
う
に
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ

て
、
そ
ん
な
に
美
味
し
い
な
ら
、
ぜ
ひ
、
食
べ

て
み
た
い
で
す
ね
。
も
し
「
う
ち
に
も
ま
だ
あ

る
で
よ
」「
昔
は
こ
ん
な
魚
を
つ
こ
と
っ
た
」

な
ど
ど
ん
な
情
報
や
思
い
出
で
も
結
構
で
す
の

で
、
お
持
ち
の
方
は
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
一
報
を
！
お
話
を
聞
き
に
伺
い
ま
す
。

（
田
代
）

《 作 り 方 》

� 大根は皮をむいてすりおろし、軽く水気
をきっておく。
� 油揚・人参は短冊切り、干し椎茸は水で
もどす。
しめじは小房にわけ、葱は１�長さの筒
切りにする。
� 鍋にだし汁と酒・人参・油揚・干し椎
茸・しめじを入れ煮る。
煮えたら味をつけ、水どき片栗粉でとろ
みをつける。
� �に葱と�の大根を加え、ひと煮立ちし
たら火を止める。

★ポイント★

�おろし大根は煮すぎないよう、葱と共に、
最後に入れる。

大根 ……………………１００�
油揚………………………１枚
人参………………………４０�
干し椎茸…………………２枚
しめじ ……………１／２パック
葱…………………………１５�

�
�
�
�
�
�

だし汁……………３カップ
酒………………………大１
塩…………………小１／２
しょうゆ………………小１
�
��
�

片栗粉…………………小２
水………………………大２
七味唐辛子………………少々

エネルギー ３９kcal 蛋 白 質 ２．２� 脂 質 １．４�
炭水化物 ６．０� 塩 分 １．１�

■お申し込み・お問い合わせ先
ネイチャーセンター

（�679-2238）

シリーズ・捕獲せよ�
「スコップで魚掘り」

キャンプ場まつり
１泊２日
（友の会共催）

植物画入門
講師：和田賢次 定員１５名

７／１６（月・祝）
１０時～１２時

７／２８�
１３時３０分～

７／２９�
１３時３０分まで

８／１１�
１０時～１５時

No.
194

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
（
食
生
活
改
善
推
進
員
）
の
お
す
す
め
レ
シ
ピ

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

No.４０

白雪汁、みぞれ汁とも言う。
（季節によってちがう）

《材料（４人分）》

かすみ汁

今月の自然体験活動(要予約)

１人当たり
栄養成分

写
真
：
朝
倉
美
佐
・
立
石
一（
１
９
９
０
）聞
き
書

徳
島
の
食
事
、農
山
漁
村
文
化
協
会
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